
























から外に出た朱孝簾に向かって僧は「幻は人に由りて生ず」と告げる。人の淫心がみだらな世界を生み出し、みだらな心が恐怖の世界を生むのだという異史氏の言葉で締め括 この作品は、 『聊斎志異』の代表作と言 良い。 『酉陽雑俎』の記事は、絵の中に入って図柄を変えたという妖術使 の記録に過ぎないが、 「画壁」は蒲松齢の手によって妖術を持たない普通 人間が煩悩 駆られ、 の中 世界 迷い込むや、短時間に究極 快楽と恐怖の両方を体験し、しかもそのすべては幻だったとする含蓄に富んだ説話に仕立て直されたのであろう。
言うまでもなく『聊斎志異』は、中国志怪小説の集大成であり、 『捜神記』 『捜神後記』 『酉陽雑俎』 『子不語』など





長山の劉氏は、体肥え飲むを嗜む。独り酌する毎に、輒ち一甕を尽す。負郭の田三百畝、輙ち半ば黍を種えて家豪富なれば、飲むを以て累と為さざるなり。一番僧之を見、其の身異疾有り、と謂ふ。劉、答へて無し、と言ふ。僧曰く、君飲むに嘗て酔はざるや否や、と。曰く、之れ有り、と。曰く、此れ酒虫なり と。劉、愕然 して、便ち医療を求む。曰く、易きのみ、と。何の薬を需むる、と問へば、倶に須ひず、と言ふ。但だ日中に於て俯臥せしめ、手足 摯ぎ、首を去るこ 半尺許り、良醞 器を置く。時を移すに燥渇し、飲まんと思ふこと極と為る。酒香鼻に入り、
火大熾すれども飲むを得ざるに苦しむ。忽ち






























悪役として描くため、敢えて異教徒の僧としたと考えられる。③吐き出させた物について。 「升ほどの大きさで口が付き、形も表面も縮まっていて、その姿は牛の胃袋のよう」な物と「すぐに溶け合ってひとかたまりとなった物」（捜神後記） 。 「体は赤く長さ三寸程の虫が魚のように泳ぎ回り、口や目も全部備わっている」 （酒虫） 。この吐き出した物についての記述は、 「客人はおもむろにこれを盆の上に置くと、複茗茶を一斛二升上から注がせた。するとこの不気味な物は、茶をすべて吸い尽くしたが、ほんの少しだけ膨れたように思え だけだった」 （捜神後記） 。 「これは酒の精なのである。甕の中に水を入れ この虫を入れてかき混ぜる 、たちまち上等な酒が出来上がります」 （酒虫） 。複茗茶・酒を飲んでいたのは、実は本人ではなくこの得体の知れない物体であったという点は共通するものの、両者を比較すると、先ず気が く その大きさ あって、 「牛 胃袋」と「三寸程の虫」 いう対照的な相違点があるまた、 「酒虫」で描かれて る 『捜神後記』のような物体ではなく虫 如き生物であり、この小さな虫は単に酒を吸い取っていただけで く、水の中に入れて掻き混ぜれば上質な酒が出来上がる酒 精 。 のように、「酒虫」には読者の興味を惹くための工夫が随所になされ、より物語性に富んでいることは明らかである。「酒虫」が物語性を重視し工夫を凝らしているという点について更に指摘すると、 『捜神後記』では流行病に罹った督将が複茗茶を大量に飲むために家は貧しかっ と記 のに対し、 「酒虫」では、日に一石もの酒を飲ん も飲み代には困らなかった裕福な劉氏が、僧 虫 取り除かれた後は、体 しだい 痩せ衰え 家 その日 食事にも事欠く程、貧しくなってゆく。そして末尾の「異史氏曰」には「人の飲み食 には、最初から分限というものが だろうか注４
、あるいはこの虫は劉氏の福の神であったものを、 （虫欲しさに）僧が騙して取ったのであろうか」という謎か
二六四








た大損無し 何ぞ れる、と。観る者、劣者一枚を置き去らしめんことを勧むるも、郷人執して肯んぜず。肆中の傭保者、喋聒して堪へざ を見、遂に銭 出して一枚を市
か
ひ、道士に附す。

























るる者、良朋米を乞へば則ち怫然として、且つ計りて曰く、是れ数日の資なり、と。或ひは一危難を済ひ 一煢独に飯するを勧むれば 則 又た忿然として計りて曰く、此れ十人五人の食なり、と。甚しくしては、父子兄弟にも錙銖を較尽す。淫博心を迷はすに至 に及んで 則ち嚢を傾けて吝しまず。刀鋸の頸に臨めば則ち命を贖ふに遑あらず。諸々 此くの如き類ひ、正 道ふに勝へず。蠢爾た 郷 、又た何ぞ怪しむに足らん。
	
（ 『聊斎志異』巻一「種梨」 ）













『聊斎志異』 「種梨」は一読して『捜神記』巻一の資料の前半部をもとに書かれたと推測できよう。この二つの作品には細かな相違点があり、 「瓜」が「梨」に、 「徐光」という固有名詞が「道士」という一般名詞に置き換えられているが、話の筋はそのままに、登場人物と移動させた物だけを書き換える手法こそ、 「種梨」が『捜神記』巻一の前半部から話の題材を取った証と考えたい。また、既に見てきた「酒虫」と同様、蒲松齢が「種梨」を執筆するに際し、物語性という点に腐心したと思われる 徐光の記事には られない工夫が見 。 「道士は湯を受け取ると、いま掘った穴に注いだ。人々の目がそこに集中し見守るうちに、曲がった芽が生えてきた。しだいに大きくなり、たちまち樹木となって枝や葉が生い茂った」 「切断された長柄が一本、塀の下に捨てられ い さきほど が伐った梨の樹の幹が、荷車の長柄であったことにやっ 気付い 」等の表現がそれである。そし 何よりも、作品の内容が極めて特異であることから、徐光 記事と「種梨」 拠っ 資料がそれぞれ別箇のもので、時代を経て結果的に偶然類似した内容となったというこ は考え くい。その他、 「種梨」と同趣の『聊斎志異』の作品としては巻四「寒月芙暗
」に、済南道人が人の求めに応じ、冬の


























張りて曰く、胡ぞ此に至る、と。衆扶け帰る。門に入れば則ち粉白黛・縁者、粉集顧問す。大いに駭きて曰く、我は僧なり。胡ぞ此に至る、と。家人以て妄せりと為し、共に耳を提げて悟らしむ。僧も亦た自ら申解せず、但だ目を閉じ、復た言有らず。餉には脱粟を すれば則ち食ふも、酒肉は則ち拒む。夜は独り宿し、妻妾の奉を受けず。数日後、忽ち少歩を思ふ 衆、皆な喜ぶ。既に出づ。少らく定まれば即ち諸僕 来し、銭簿・穀籍・雑諸もて会計せしむ。公子、託するに病倦を以てし、悉く謝して之を絶つ。惟だ問ふ、山東の長清県、之を知るや否やと。共に答ふ、之を知る、と。 我れは鬱として聊頼無し 往きて遊矚せんと欲す。宜 く即ち任を治むべし、 衆、新たに
い
ゆ、未だ応に遠く渉るべからず、と謂ふも聴かず。翼日、遂に発す。長清に抵る。風物を
視ること昨の如し。途 煩問す こ 無く、竟に蘭若 至る弟子数人、貴客 至るを見 伏して謁すること甚だ恭 乃ち問ふ、老僧は焉 に往く、と。答へて云く 吾が師は曩に已に物化す、と。墓所を問ふ。群、導き以て往けば 則 三尺の孤墳にして荒草 猶ほ未だ合せざるなり。衆僧、何の意なるかを知らず 既に 戒馬帰さんと欲すれば 嘱して曰く、汝の師は戒行の僧なり。遺す所の手澤は、宜しく
恪つつ
しみ守りて損壊せしむること勿れ、と。衆、唯唯と。乃ち行く。既に帰り、灰心木坐し、













りかかった紳先生の魂と入れ替わったことになる。亡くなって間もない体を借りる「魂返り」に類する話は、 『聊斎志異』の他作品にもいくつか見えていて、巻二「珠児」 、巻三「黄九郎」などがあ 。これらは冥界から来た魂が乗り移る話となっており、 「長清僧」とは稍々異なることに留意しなければ ら い。また、巻四「鬼作筵」には、現生の人間に先祖霊が入れ替わり、冥府の情報を伝え 内容 なっている。
さて、二つの資料を比べてみると、 『聊斎志異』の「長清僧」に記されている固有名詞は 山東長清県」のみであ































を受けてきた郷人某が夢に現れて「借りた大豆の代金をお返ししたい」と伝えた記述に続いて、牝の驢馬が子驢馬を産んだという報に接した李公著明が「忽ち悟りて曰く、駒の某為ること毋きを得んや」と、その驢馬は某に違いないと直ぐに分かったと書かれているが、そ 理由は分かりにくい。 『子不語』 「大楽上人 よう 、大楽上人から長年の恩義を受けた周某が「死す ば当に驢馬と為り、以て報ゆべし」つまり「死んだら驢馬になって これまでの御恩に報いたいと口癖のように言っていた」という記述が無く 驢馬 生まれ変わったことのみを記す一方、郷人某が死亡したことについては触れ いな からである。これに対して「大楽上人 では、果 して飼っていた驢馬が子を一頭産んだ明くる朝早く、周 家を訪ねてみると、案の定、周は死んでいた と記している。
驢馬に生まれ変わって債務を償うという記述は『聊斎志異』の書中にも見えている。巻八「銭卜巫」は「蹇償債」






を載せ、唐代の陳玄佑「離魂記」 、 『剪燈新話』 「金鳳釵記」には駆け落ち物語の共通す
る題材となっている。やがて時代が下り清代、紀昀『閲微草堂筆記』巻四には、明らかに「奇夢」をふまえて書いたと思われる次のような話が見え いる。
武邑の某という道学者が、妖怪が出ることで知られる寺の経蔵の前で深夜酒宴を催し、酣となるに及んで『西銘』



















「奇夢」は、あらためて述べるまでもなく、劉幽求という朝邑の丞が夜中に仏堂院の側を通りかかると、自分の妻が寺の中で十数人の児女と歓談飲食しているのが見えた。これを訝り瓦を投げ入れると、そこに居た者たちは掻き消すように姿を消した。その後、帰宅した劉幽求が今体験し 出来事 妻に話したところ、妻もまた夢の中で、見知らぬ十数人の者と寺院の庭で会食していた。その最中、外から何者かが瓦礫を投げ入れ、盃や皿が飛散したところで目が覚めた、と語ったという話 ある。



















れ、夫に会わせるから一緒に行こうという。難儀して暫く歩くと、白い騾馬に乗った夫に出会った。麗人は、夜半の長旅で疲れているだろう、ここから遠くな 所に自宅があるから休んでいったらどうかと提案する。やがて酒 酌み交わすうちに酔いが回ると、麗人はなまめか く夫を誘惑 閨に誘うのだった。いたたまれなくなって戸外に出た妻は、弟の三郎と出会う。仔細を聞いた三郎は激怒し、麗人の家に行くと戸口には閂がかけられていたが、閨の睦言が外に聞こえてきた。三郎 斗升ほどの石を窓格子に向かって投げつけると、家 中から「旦那の頭が潰れた どうしよう」という大きな声がし 。この声 て妻は愕然と て大い 泣いたが そこで っとして目が覚め、はじめて夢だった 分かった。
翌日、夫が帰って来たが、果たして白い騾馬に乗っていた。妻は不思議に思うも自分から言い出せずにいたが 実










るを知る。越日 士人、果して帰り、白騾に乗る。女、之を異とすれども未だ言はず。士人、是の夜、亦た夢み、見る所、遭ふ所、之れを述ぶれば悉く符し、互いに相ひ駭き怪しむ。既にして三郎 姉の夫の遠くより帰るを聞き 亦た来たりて省問す。語り次いで士人に謂ひて曰く 昨宵、君 帰るを夢みる。今 果たして然り。た大異なり と。士人笑ひて曰く、幸ひ巨石の斃る所 為らず と。三郎、愕然として故を問ふ 、夢を以て告ぐ。三郎、大いに之を異とす。蓋し是の夜、三郎も亦た夢に姉に遇ひ、泣訴され、憤激して石を投ずるなり。三夢、相ひ符すも、但だ麗人のみ何許なるかを知らざるのみ。
	
（ 『聊斎志異』巻二「鳳陽士人」 ）
「奇夢」と「鳳陽士人」を比較すると、一見して一致する記述が多く見出せる。 「室門は扃を閉ざし」 （鳳陽士人）は「寺門閉ざされて入るを得ず」 （奇夢） 、また「巨石の斗の如きを挙げ、抛りて窓櫺を撃つ。三五砕け断つ」 （鳳陽士人）は「瓦を擲げて之を撃てば、其の罍洗に中つ。破迸走散し」 （奇夢）とそれぞれ対応する。また「愕然として大いに哭し」 （鳳陽士人）という表現は、 「 「愕然として其の故を測らず」 （奇夢）を連想させる次に「奇夢」と「鳳陽士人」を構成する上で共通して重要な要素となっている幽体離脱について。 「奇夢」にあっ


























せば則ち目に中て、其の口を志せば、則ち口に中つと云ふ。王霊智というもの有り。射を謨に学び、以て曲に其の妙を尽くさんと為す。謨を射殺し、独り其の美を擅 せん 欲す 謨、一短刀を執り、箭来たれば輒ち之を截る。唯だ一矢有るのみ。謨、口を張りて之を承け 遂に其の鏑を齧る云々」という記事を参考にしたと思わ る。ともかくも、 『聊斎志異』には六 志怪小説のみならず、先秦の文献に至るまでの資料が盛り込まれていることが判明した。これは 蒲松齢が単に作品数を増やすという意図によるだけでなく、中国の文献資料に記された怪異記事を余す所なく伝承してゆこうという自負 基づく所為だった筈である。
注
（１）
絵の中に入り込むという記事は『聊斎志異』の中に道士の術として屡々見える。 「単、壁上に於て一城を画く。手を以て推撾すれば城門は頓に闢く」 （巻三「単 」 ） 、 「道人、壁上に於て雙扉を絵き、手を以て之を撾せば、内に応ずる門者有り、管を振ひ啓 。共に趨り覘望すれば、則ち憧憧たる者、中に往来し、屏幔牀几、亦復た都て有るを見る」 （巻四「寒月芙暗
」 ）等を参照。
（２）

























漢の董永は千乗 人なり。少くして偏孤なり。父と肆に居て田畝を力む。鹿車に載せ、自ら随ふ。父亡くなるも、以て葬る無し。乃ち自ら売りて奴と為り、以て喪事に供す。主人、其の賢なるを知り、銭一万を与へ、之を遣る。永、三年の喪を行ひ畢りて、還た主人もて其の奴の職に供せんと欲す。道に一婦人に逢󠄀ふ。曰く、願はくは子の妻と為らん、と 遂に之と倶にす。 人、永に謂ひて曰く 銭を以て君に与ふ、と。永曰く、君の恵みを蒙りて、父の喪は収蔵す。永 小人なりと雖も 必ず勤めに服し、力を致 、以て厚徳に報いんと欲す、と。主曰く、婦人、何をか能くす、と 永曰く、能く織る、と。主曰く 必ず爾（しか）れば、但だ君が婦をして我の為に縑（きぬ）百疋を織らしめよ、と。是に於て永の妻、 人の家の為に織ること十日にして畢はる。女、門 出で 永に謂ひて曰く、我は天の織女なり。君の至孝なる 縁り、天帝我を て君の償債を助けしむるのみ、と。語り畢はりて 空 凌ぎて去る。在る所を知ら 。 （ 『捜神記』巻一）
（
12）
晋の安帝の時、侯官の人謝端 少くして 母を喪ふ。親族有ること無く、隣 の養ふ所 為る。年 十七八に至りて、恭謹 自ら守り、非法 履まず。始め 出でて居るも、未だ妻有らず。隣人共に之 愍念し、為に婦を娶らんことを規る。未だ得ず。端、夜臥し 早に起き、躬耕力作するこ 昼夜を舎かず 後、邑下に於て一大螺を得。三升の壺の如し。以て異物と為して 取りて以 帰り、甕中に貯ふ 之 畜ふこと十数日、端、早 野に至り還る毎に、其の戸中に飯飲湯火有るを見る。人 為 者有るが如 端、謂へらく、隣人之が為に恵むなり、と 数日 此く 如くし 、便ち往き 隣人に謝す。隣人曰く 吾れ初めよ 是を
二八二
為さず。何ぞ謝せらるるや、と。端又た以へらく、隣人、其の意を諭らず、と。然れども、数爾此の如し。後、更に実に問ふ。隣人笑ひて曰く、卿既に自ら婦を取る。蜜かに室中に著きて炊爨して、吾れ之が為に炊ぐと言はんや、と。端、黙然とし 心に疑へども、其の故を知らず。後、鶏鳴を以 出て去り 平早に潜かに帰り、籬の外 於て竊かに其の家中を窺へば、一少女の甕中従り出て、竈の下に至りて火を燃やすを見る。端、便ち門に入り、径ちに甕の所に至りて螺を視れば、但だ女 乃ち竈の下に到るを見るのみ 之に問ひて曰く、新婦何の所従 来たり 相ひ為 炊ぐ、と。女、大いに惶惑し 甕中に還らんと欲す も、去ることを得る能はず。答へて曰く 我れは天漢の中 白水の素 なり。天帝、卿の少くし 孤、恭慎して自ら守を哀れむが故に、我れをして権（か ）に為に舎を守り 炊烹せしむ。十年の 、卿をして富に居り、婦を得しめ、自らは当 還り去るべし。而れども、卿故無く 竊かに相ひ窺掩し 吾が形已に見はる。宜 く復た留まるべか ず。当 相ひ委（す）て去るべし 然りと雖も 爾後 自ら当に少 く差（い）ゆべし。田作に勤め、漁採して生を治めよ。此の殻を留めて去らん。以て米穀を貯ふれば、常 乏 からざる可しと。端、留まるを請ふも、終に肯んぜず。時に天、忽ち風雨あり。翕然として去る。端 為に神座を立て、時節に祭祀す。居 に常に饒足すれども、大富に致らざ のみ 是に於て 郷人 女を以て之 妻はす 後仕へて令長に至ると云ふ。今、道中の素女の祠、是なり。 （ 『捜神後記』巻五）
